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研究集録 (人文社会編)11集 11集 053-063
親鸞の歴史的個性の比較史学的
考察

対権力者観に於けるイ
エスとの対照

神戸大学教育学部
神戸大学教育学
部

1955昭和 300910 親鸞思想

039-066 好太王碑の史料批判
共和国（北朝鮮）と中
国の学者に問う

よみがえる卑弥呼
20号 20号

067-080 アイアン・ロード（鉄の道） 韓王と好太王の軌跡
1986昭和 610325

よみがえる卑弥呼

21号 21号 025-053 部民制の史料批判
出雲風土記を中心とし
て

1987昭和 620325 よみがえる卑弥呼

051-076 Ｐ・Ｇ型古墳の史料批判 主従型の場合 九州王朝の歴史学
22号 22号

077-107 新唐書日本伝の史料批判 旧唐書との対照
1988昭和 630325

九州王朝の歴史学

23号 23号 045-096 歴史学の成立
神話学と考古学の境界
領域

1989平成 010325 九州王朝の歴史学

24号 24号 043-081 「倭地」の史料批判

朝鮮半島内の「倭地」
に関し、中国、延辺大
学の朴ｼ゙ﾝｿｸ氏の批判
論文に答える

1990平成 020325 九州王朝の歴史学

053-057
書評原田実著『日本王権と穆王
伝承』

25号 25号
059-065 和田家文書における新発見 上

１９９０年８月３～１
４日の研究調査報告

1991平成 030325

099-103 すべての歴史学者に捧ぐ 政・宗・満の法則
すべての日本国民
に捧ぐ

26号 26号
105-111

「コロンブス以前」の新大陸″
発見″に関する報告

1992平成 040325

075-085 中国古典「里単位」の史料批判 「短里」をめぐって
古代史の「ゆがみ
」を正す

086-094 中国古代里単位之史料批判 以”短里”為中心27号 27号

097-104
「西王母の国、研究調査」概要
報告

上

1993平成 050325

28号 28号 023-038 論語と孫子の史料批判 「短里」を基点として 1994平成 060325
29号 29号 035-047 「宝剣額」研究序論 和田家文書の信憑性 1995平成 070325

大学
昭和薬科大学紀要

（人文・社会
・自然）

30号 30号 041-046 縄文ストーンの公理 日英対照の論理

昭和薬科大学 昭和薬科大学

1996平成 080325
「君が代」を深く
考える

紀要

学会 真宗研究
真宗連合学会
研究紀要

1961年12
月号

11 087-099 蓮如筆蹟の年代別研究
各種真蹟書写本を中心
として

真宗連合学会 真宗連合学会 1966昭和 411205
一休・蓮如（日本
名僧論集第10巻）

日本思想史研究  2号  2号 053-076 原教行信証の成立
元仁元年問題の史料科
学的研究

東北大学文学部日
本思想史学研究室

東北大学文学部
日本思想史学研
究室

1968昭和 430201
現在：東北大学院文
学研究科日本思想史
学研究室

日本思想史学 25号 25号 001-012 日本思想史上の古代 時間と空間 日本思想史学会 日本思想史学会 1993平成 050920

仏教史学 13巻 1号 014-038 坂東本の史料科学的研究
教行信証成立論の新基
礎として

仏教史学会 平楽寺書店 1967昭和 420325
継続後誌：仏教史学
研究

26巻 2号 035-071 法隆寺釈迦三尊の史料批判 光背銘文をめぐって 1984昭和 590310継続前誌：仏教史学
仏教史学研究

27巻 1号 143-150 〔書評・紹介〕 『教行信証の研究』重見一行著
仏教史学会 同朋舎

1984昭和 591031継続前誌：仏教史学 著作集Ⅱ

龍谷史壇 73・74号 73・74号 155-175 親鸞系図の史料批判 龍谷大学史学会 龍谷大学史学会 1978昭和 530315
二葉〔憲香〕博士還
暦記念特集

著作集Ⅲ、わたし
ひとりの親鸞

思想・宗
教史

鷹陵史学  9号  9号 013-044 記･紀批判の方法 坂田隆氏の問に答える
仏教大学歴史研究
所

仏教大学歴史研
究所

1983昭和 581225

 2巻 8号 187-197 古事記序文の成立について
尚書正義ﾉ影響ﾆ関する
考察

1955昭和 300930

176号 176号 001-021 邪馬壹国の論理と後代史料 上
久保・角林両氏の反論
に答える

1974昭和 491201続日本紀研究

177号 177号 026-031 邪馬壹国の論理と後代史料 下
久保・角林両氏の反論
に答える

続日本紀研究会 続日本紀研究会

1975昭和 500201

64巻11号 035-044 親鸞「消息文」の解釈について
服部・赤松両説の再検
討

1955昭和 301120 親鸞－人と思想

74巻 8号 072-107 〔研究ノート〕
原始専修念仏運動における親鸞
集団の課題〔序説〕

「流罪目安」の信憑性
について

1965昭和 408 20 親鸞－人と思想

75巻 3号 065-076 〔研究ノート〕 歎異抄蓮如本の原本状況
「流罪目安」切断をめ
ぐって

1966昭和 413 20 親鸞－人と思想

学会・研
究誌

日本史

史学雑誌

78巻 9号 045-083 〔研究ノート〕 邪馬壹国

史学会 山川出版社

1969昭和 440920
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82巻 8号 001-000 好太王碑文｢改削｣説批判
李進煕氏｢広開土王陵
碑の研究について

1973昭和 480820
史学雑誌

91巻 7号 042-065 〔研究ノート〕 多元的古代の成立
邪馬壹国の方法とその
展開

史学会 山川出版社
1982昭和 570720

日本歴史  5月号 95号 035-044
親鸞に於ける悪人正機説につい
て

日本歴史学会 吉川弘文館 1956昭和 310501 著作集Ⅱ

49巻 3号 001-055 性信の血脉文集と親鸞在世集団
新史料蓮光寺本をめぐ
って

1966昭和 410501 親鸞－人と思想

51巻 6号 139-146 〔書評〕
日本宗教史研究会編『日本宗教
史研究』

１組織と伝道、２布教
者と民衆との対話

1968昭和 431101書評 著作集Ⅰ

55巻 6号 098-133 〔ノート〕 邪馬壹国の諸問題 上 尾崎・牧氏に答う 1972昭和 471101

史林

56巻 1号 099-111 〔ノート〕 邪馬壹国の諸問題 下 尾崎・牧氏に答う

史学研究会 史学研究会

1973昭和 480101

歴史と地理 日本史の研究
 1巻 6月
号

 1巻 6号
〈69〉

026-027賢問愚問 邪馬壹国か邪馬台国か 山川出版社 山川出版社 1970昭和 450620副題の号数
6月・9月・12月・
3月に日本史の特
輯号

古文書研究  4号  4号 060-072 史料科学の方法と展望 日本古文書学会 吉川弘文館 1970昭和 451030

古代学研究 73 73 001-012 魏晋（西晋）朝短里の史料批判
山尾幸久氏の反論に答
える

古代学研究会 古代学研究会 1974昭和 4909

16号 16号 001-026 関東王朝の成立 栃木史心会講演より 1984昭和 591201
1983.07.24(日)史心
会講演録

栃木史心会会報
17号 17号 001-016 親鸞思想の母国 東国仏教をめぐって

栃木史心会 栃木史心会
1985昭和 601201

1984.12.09(日)史心
会講演録

著作集Ⅲ

帝塚山考古学  5号  5号 110-138 鏡の舶載とホウ製
帝塚山考古学研究
所

帝塚山大学考古
学研究所

1988昭和 630130ﾎｳ→ｲ＋方

摂播歴史研究  4号  4号 001-002 珠玉の播磨風土記 摂播歴史研究会 摂播歴史研究会 1988昭和 631201
2004年春  3号 023-026 足摺の巨石遺構 １ 国際縄文学会 2004平成 160313

2004年夏  4号 031-033 足摺の巨石遺構 ２
縄文灯台－唐人石と唐
人駄場

2004平成 160613

日本史

縄文ジャーナル

2004年秋  5号 042-046 足摺の巨石遺構 ３ 「大海亀群」－唐人石

国際縄文学会

2004平成 160613
文化 20巻 5号 080-094 歎異抄の思想史的意義 東北大学文学会 東北大学文学会 1956昭和 311101 親鸞－人と思想

シルクロード  6号  6号 079-084インタビュー構成 邪馬台国をめぐる諸問題
創価大学シルクロ
ード研究会

創価大学シルク
ロード研究会

1976昭和 511105

 5号 5号
011-028
,060

〔講演〕倭人とは何か 1980昭和 5501
太平洋学会学会誌

19号 19号 028-047 〔講述〕中国考古学界に答える
王仲殊・汪向栄説への
再批判

太平洋学会
1983昭和 5807

95集 95集 001-015 日本書紀の史料批判 1980昭和 550930
100集 013-023 魏・西晋朝短里の方法 上 中国古典と日本古代史 1982昭和 570531文芸研究
101集 047-056 魏・西晋朝短里の方法 下 中国古典と日本古代史

日本文芸研究会 日本文芸研究会
1982昭和 570930

学会・研
究誌

その他

国際教育研究 24号 24号 067-085 九州王朝の「君が代」論 溝口論文への反論
東京学芸大学国際
教育センター

東京学芸大学国
際教育センター

2004平成 160325

春秋 '77.1 181 009-012 真実の親鸞
吉本隆明『最後の親鸞
』を読む

春秋社 春秋社 1976昭和 511225書評 著作集Ⅲ

理想 10月号 569 043-056 親鸞研究の根本問題
三つの提起（親鸞－親
鸞研究の問題点）

理想社 理想社 1980昭和 551001 著作集Ⅱ

聞光 29 29 138-189 親鸞伝の史料批判 聞光学舎 聞光学舎 1986昭和 610610 著作集Ⅰ

思想・宗
教史

季報『唯物論研究
』

94号 94号 107-109 弔文にかえて 藤田友治さんに捧げる
季報『唯物論研究
』編集部

季報『唯物論研
究』刊行会

2005平成 171130

1974年秋
号

 3号 040-189 直接証拠と間接証拠
好太王碑文《酒匂本》
の来歴－後藤孝典氏に
答える

1974昭和 491001

1975年爽
秋号

 6号 099-189 九州王朝の論理性 白崎昭一郎氏に答える 1975昭和 501005

1977年夏
号

12号 146-189 邪馬壹国論争 上
ふたたび白崎昭一郎氏
の批判にに答える

1977昭和 520701

1977年秋
号

12号 138-189 邪馬壹国論争 下
ふたたび白崎昭一郎氏
の批判にに答える

1977昭和 520930

1978年夏
号

16号 130-189 九州王朝の証言 一 1978昭和 530710

専門誌

日本史
東アジアの古代文
化

1978年秋
号

17号 138-189 九州王朝の証言 二 九州王朝の方法

大和書房 大和書房

1978昭和 531031
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1979年春
号

19号 120-189 九州王朝の証言 三
埼玉稲荷山古墳の「鉄
剣」銘文について

1979昭和 540425

1979年夏
号

20号 086-189 九州王朝の証言 四 「生口」論争について 1979昭和 540725

1979年秋
号

21号 102-189 九州王朝の証言 五 「定説」の崩壊 1979昭和 541020

1980年早
春号

22号 050-189 日本古代の石造遺物 岡益の石堂を中心に 1980昭和 550131
〈対談〉古田武彦・
森 浩一

1980年春
号

23号 142-189 九州王朝の証言 六
後藤義乗氏と安本美典
氏に答える

1980昭和 550430

1980年秋
号

25号 115-189 九州王朝の証言 七
安本美典氏と奥野正男
氏にに答える

1980昭和 551030

1981年秋
号

29号 145-189 「中国古典文献の読み方」批判 白崎昭一郎氏に 1981昭和 561031

1982年早
春号

30号 139-189 九州王朝の証言
最終
回

1982昭和 570131

1989年秋
号

61号 102-189 「筑後川の一線」を論ず
安本美典氏の中傷に答
える

1989平成 011031

1991年冬
号

66号 110-189 邪馬台（壱）国をめぐって 1991平成 030131
〈対談〉古田武彦×
安本美典、司会・大
和岩雄

1991年春
号

67号 235-189 「編集部へ」 1991平成 030430

1999年夏
号

100号 236-189 老人遺言

大和書房

1991平成 030430

東アジアの古代文
化

別冊古代史必
携①

236-189 「邪馬一国」について
「魏志倭人伝」をめぐ
る謎

大和書房

大和書房

1987昭和 621231

062-066 古代史への冒険者1979年 7
月号

創刊号
067-085 創刊記念対談 古代研究の魅力を語る

1979昭和 540720
古田武彦×野呂邦暢

1980年 1
月号

 3号 083-100
シリーズ・歴史を
研究する人のため
に

わたしの学問研究の方法につい
て

上 1980昭和 550120

1980年 4
月号

 4号 051-070
シリーズ・歴史を
研究する人のため
に

わたしの学問研究の方法につい
て

下

梓書院

1980昭和 550420

1981年 4
月号

 8号 121-127 倭の五王の史料批判（最終章） 故、野呂邦暢に捧げる 1981昭和 560425追討論文

季刊邪馬台国

1987年冬
号

30号 045-046 ９著書を語る 最近の研究生活の中から
安本美典

梓書院

1987昭和 620115
第30号記念特集－古
代史研究16のポイン
ト

昭和49年
 9月号

 4年 9号
( 37号)

190-199 銅鐸人の発見 1974昭和 490901 邪馬壹国の論理

昭和50年
12月号

 5年12号
( 52号)

162-176 九州王朝の史料批判 薮田嘉一郎氏に答える 1975昭和 501201 邪馬一国の証明

昭和51年
 5月号

 6年 5号
( 57号)

200-208 『謎の四世紀』の史料批判 1976昭和 510501 邪馬一国の証明

昭和51年
 9月号

 6年 9号
( 61号)

157-163 邪馬壹国と冢 1976昭和 510901 邪馬一国の証明

昭和52年
 6月号

 7年 6号
( 70号)

098-103 日本人起源論の方法 1977昭和 520601

昭和54年
 1月号

 9年 1号
( 89号)

098-101 銘文通釈に挑戦する 1979昭和 540101

昭和54年
 8月号

 9年 8号
( 96号)

198-205 古代史を妖惑した鏡 1979昭和 540801 邪馬一国の証明

昭和54年
12月号

 9巻12号
(100号)

216-221 親鸞の夢に現れた太子 1979昭和 541201

257-288 熱論「邪馬台国」をめぐって
〈討論〉古田武彦・安
本美典

〈司会〉野呂邦暢昭和57年
 7月号

10巻 7号
(107号)

290-291 討論を終わって 邪馬一国の方法と検証
1980昭和 550701

討論結果の総括

歴史と人物

昭和55年
12月号

10巻13号
(113号)

262-265 『邪馬台国』批判 三木太郎氏に答える

中央公論社

1980昭和 551201
まぼろしの祝詞誕
生

専門誌 日本史

歴史と旅
昭和50年
 3月号

 2巻 3号
( 15号)

056-057 九州王朝の古跡 ずいひつ 秋田書店 1975昭和 500301 邪馬壹国の論理
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昭和51年
 6月号

 3巻 6号
( 30号)

066-073 博多湾頭 邪馬壱国の立場から 1976昭和 510601

昭和53年
 1月号

 5巻 1号
( 49号) 
   )

120-129 九州王朝の存在を証明する 1978昭和 530101

昭和58年
 7月号

10巻 9号
(123号)

102-109 九州王朝
天皇家の母国の存在を
明かす！

1983昭和 580701
まぼろしの祝詞誕
生

平成 1年
 6月号

16巻 9号
(222号)

260-263 吉野ケ里は邪馬壹国の中心地 1989平成 010601

平成 3年
 9月号

18巻13号
(262号)

128-135 みちのくの独立王朝 和田家文書をめぐって 1991平成 030901

平成 5年
10月号

20巻16号
(301号)

134-141 九州王朝の興亡 天皇家以前の勢力 1993平成 051001

平成 7年
 1月号

22巻 1号
(324号)

064-071 九州王朝からの「盗用」だった 聖徳太子は何者か？ 1995平成 070101

東アジアから
見た邪馬台国

臨時増刊
号12

11巻11号
(140号)

188-197 評伝・陳寿 魏志倭人伝の執筆者 1984昭和 590820

歴史と旅

吉野ヶ里遺跡
と邪馬台国

特別増刊
号37

16巻11号
(224号)

070-075 吉野ケ里は倭国の副心臓部

秋田書店

1989平成 010705

昭和52年
 8月号

22巻10号
(273号)

060-066 邪馬台国九州説１０の知識
九州説の大観と私の立
場

1977昭和 520810

昭和63年
 4月号

33巻 7号
(474号) 
    )

301-316 謎の五世紀が見えてきたか！？
千葉稲荷台古墳から金
石文発見

1988昭和 630401
対談：古田武彦・金
井塚良一

古代東国の原像

特集・古代天
皇家はどこか
ら来たか

昭和59年
 6月臨時
増刊号

29巻10号 056-058
近畿天皇家のルーツは九州王朝
である

1984昭和 590610

特集・異端の
神々と謎の古
代文字

平成 3年
 3月臨時
増刊号

36巻 6号
(542号)

022-031 古史古伝は偽書か
記紀神話以前の伝承は
たしかに存在した！

1991平成 030313

歴史読本

「天皇陵」総
覧

事典シリ
ーズ

38巻14号 031-032
エッセイ特集「天
皇陵について」

天皇陵の新時代

新人物往来社

1993平成 050405

古代謎の王朝
と天皇

伝記シリ
ーズ２３

 7巻 2号 052-058
国家の起源と「邪馬台国の東遷
」

既成学説を批判する 1982昭和 570410伝記シリーズ２３
多元的古代の成立
「下」

058-067 古代アンデスと日本 基調講演３ シンポジウム

068-081 史料『海賦』
木玄虚（木華）作、現
代語訳・古田武彦「古史古伝」

論争
02 18巻12号

082-095
地球上を縦横に交流していた日
本

パネルディスカッショ
ン

1993平成 050422
パネリスト・古田武
彦、大野晋、茂在寅
男

別冊歴史読本

特集・古代日
本人の大航海
と謎の未解読
文字

14 18巻24号 036-047
《これ一冊でわか
る》シリーズ②

『東日流外三郡誌』真偽論争よ
り中身の論争を！

緊急対談

新人物往来社

1993平成 050812
対談：古田武彦・鎌
田武志

1995年 5
月号

 3巻 5号 008-014
「日出ずる所の天子」と阿蘇山
の謎

1993平成 050501

1994年 1
月号

 4巻 1号 008-012
『東日流外三郡誌』信憑性を探
る

1994平成 060101歴史Ｅｙｅ

1994年 8
月号

 4巻 8号 008-014
丹後出土「青龍三年」青銅鏡の
源流と謎

日本文芸社

1994平成 060801

日本史

歴史法廷
1995年 3
月号

 　　8号 018-025
新井白石も迷った邪馬台国はこ
こにある

世界文化社 1995平成 070310

あすあすあす
AsAsAs人間性
の地平線を開
拓する

1976年 2
月号

17号 008-012 「念仏禁止」下での親鸞
その生涯を通して襲い
続けた迫害の嵐

真船直弥 KK.ﾛﾝｸ゙ｾﾗーｽ゙ 1976昭和 510201
協賛 財団法人･真宗
大谷派本廟維持財団
、

数学セミナー
1978年 8
月号

201号 047-050 邪馬一国と学問の方法 日本評論社 1978昭和 530801

言語生活
1979年 2
月号

326号 037-039 時流を排す ″読めた″とは何か 筑摩書房 1979昭和 540201

専門誌

その他

エコノミスト

1979年 8
月14日・
 8月21日
合併号

57巻33号 044-044 私と夏 朝永博士のこと 毎日新聞社 1979昭和 540814

- 4 -



分　　類
中項目 小項目

雑　　　　誌
名　　称 副　　題 号　数 通　巻

掲載頁
掲　載　論　文　等

連　載 見　出 題　　　名 明細 副　　　題
発　　行

編　集 発　行
発行年月日

西暦 元号 年 月 日
備考 所収書物

エコノミスト
1985年 1
月 8日号

63巻 1号 122-127 いま、古代史に何が見えるか
望まれる「天皇陵」古
墳の学術調査

毎日新聞社 1985昭和 600108

ジュリスト
1979年10
月15日号

702号 012-013 〔随想〕 五分の魂 有斐閣 1979昭和 541015

ジュリスト増刊総
合特集

現代の水問題
、課題と展望

夏号 23号 010-011 〔随想〕 古代史の主流 有斐閣 1981昭和 560705

ポピュラーサイエ
ンス

週刊ダイヤモ
ンド・別冊

089-091 二つのアプローチ 倭人は太平洋を渡った？！
〔古代史学〕船行一年
にして至る可し

ダイヤモンド社 1980昭和 550820
竹内均：〔地球学〕
象徴ムー帝国の一族

月刊歴史教育
1983年 7
月号

 5巻 7号
( 52号) 

014-015 「邪馬台国」はなかった 東京法令出版 1983昭和 580701

Newton
1989年 9
月号

 9巻10号
( 99号)

072-079
吉野ヶ里から邪馬壹国がみえて
きた！

竹内均 教育社 1989平成 010907

Newton別冊
失われた古代
文明

　 176-183
吉野ヶ里から邪馬壹国がみえて
きた！

竹内均
ニュートンプレ
ス

1991平成 031210ニュートンムック

月刊社会教育
生涯学習の時
代をひらく

1990年12
月号

414号 046-049 市民の学習とかかわって 古田武彦氏に聞く 国土社 1990平成 021201きき手・編集部

陶磁郎  2号  2号 089-092
ｼﾘーｽ゙・日本陶磁
の源流－須恵器か
ら中世古窯－

安東水軍の夢の跡 双葉社 1999平成 111215改訂版

専門誌 その他

COINPOT  4号  2巻 3号 024-024 富本銭その後 古田武彦氏「富本」を読む
過去を予言する歴史研
究家

ＭＴＤジャパン 1999平成 111025

邪馬台国－ま
ぼろしの国家
の現像をもと
めて

 3月号－
隔月刊

 5巻 2号
（26号）

125-132 邪馬壹国の論理性
「邪馬台国」論者の反
応について

1974昭和 490301
－ 伝統と現代

親鸞
 5月号－
隔月刊

 7巻 3号
（39号）

090-098 晩年の親鸞
念仏迫害文と建長の事
書

伝統と現代社

1976昭和 510501 著作集Ⅲ

人生ジャーナル 無果汁のふた 1974昭和 495 15
昭和50年
 3月号

10巻 3号 333-337 推理小説のモラル 1975昭和 500315 邪馬壹国の論理
小説推理

昭和50年
 7月号

10巻 7号 346-351 推理小説のモラル 続
双葉社

1975昭和 500715 邪馬壹国の論理

1975年 9
月号

 2巻 9号 027-027 飛鳥の海流 巻頭エッセイ 1975昭和 500901 邪馬一国の証明

独占総集・野
性号、四間大
国への道を行
く

1975年10
月臨時増
刊号

 2巻11号 164-183 古代船は九州王朝をめざす 1975昭和 501015 邪馬一国の証明野生時代

1985年 6
月号

 7巻 6号 281-285 太平洋の尽きるところ
野生号Ⅲの門出にさい
して

角川書店

1980昭和 5506

1980年 3
月号

227号 190-200 古代史の虚像 その骨組みを問う 1980昭和 550301 邪馬一国の証明
文化評論

1980年 4
月号

228号 186-196 邪馬壹国の証明
新日本出版社

1980昭和 550401 邪馬一国の証明

LIBELLTIN(ﾘﾍ゙ﾙﾀﾝ
)

創刊号  1巻 1号 031-038
古田武彦古代史講
話

失われた縄文神話・銅鐸神話を
求めて

「古田古代史」の新局
面

朝日ソノラマ 1982昭和 570310
まぼろしの祝詞誕
生

ﾘﾍ゙ﾙﾀﾝ通信あるい
は同時代音楽

 3号  3号 012-017
古田武彦古代史講
話

〈縄文文化〉像の改訂 エスエル出版会 1983昭和 5803
まぼろしの祝詞誕
生

創刊号  1巻 1号 266-279 古代史の弁明
その
１

疑考・小林秀雄－本居
宣長論

1984昭和 590105 古代史を疑う

 2号  1巻 2号 292-307 古代史の弁明
その
２

疑考・柳田国男－歴史
民俗学論

1984昭和 590405 古代史を疑う

 3号  1巻 3号 246-258 古代史の弁明
その
３

疑考・柿本人麻呂 1984昭和 590705 古代史を疑う
円卓会議

 4号  1巻 4号 246-258 古代史の弁明
その
４

疑考・大国主命－『大
国古事記』論

駸々堂出版

1984昭和 591005 古代史を疑う

ダカーポ
昭和61年
 2月20日
号

 6巻 4号
　

050-051
古田武彦さんに聞
く

新聞の古代史報道を信じてはい
けない

マガジンハウス 1986昭和 612 20インタビュー

一般誌

－

季節
特集古田古代
史学の諸相

12号  3期12号 008-039 古代史学清話〈対談〉 季節編集委員会 エスエル出版会 1988昭和 630815
直木幸次郎・古田武
彦
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040-070
縄文学と古田史学の原点〈対談
〉

佐々木高明・古田武
彦

072-087 村岡典嗣先生の思い出〈対談〉
梅沢伊勢三・古田武
彦

088-100
『記』『紀』研究の周辺から〈
対談〉

梅沢伊勢三・古田武
彦

季節
特集古田古代
史学の諸相

12号  3期12号

102-142 古田史学と証明責任〈対談〉

季節編集委員会 エスエル出版会 1988昭和 630815

倉田卓次・古田武彦

正論
1989年 6
月号

140-150 "吉野ヶ里"の示した道標 10
｢邪馬台国｣畿内説の終
焉

産経新聞社 1989平成 0106

マジェラ
6･7月合
併号

㈱宇福 1989平成 01
対談､古田武彦･佐伯
陽介

窓 エッセイ集 第３部 177-187 万里長城の歌 北窓出版 1990平成 02
「君が代」を深く
考える

旅の手帳
北東北に進路
をとれ

別冊 230号 020-025 〔新東北論〕光の国
和田家文書（『東日流
外三郡誌』等）に見る
東北の原風景

弘済出版社 1991平成 030901巻頭特別寄稿

情況
1993年 4
月号

 2期 4巻
 3号

139-163 古代史と国家権力 津田史学を批判する 情況出版 1993平成 050401

THIS IS 読売
1993年 7
月号

 4巻 4号
( 40号)

270-283 足摺岬に古代大文明圏
点在する巨石群、「邪
馬台国」論争にもまた
波紋

読売新聞社 1993平成 050701

話の特集
1994年 1
月号

337号 019-028 遷宮一宮対談 伊勢神宮遷宮を巡って 矢崎泰久 矢崎泰久 1994平成 060101古田武彦×岩城宏之

小説ＮＯＮ
1995年 2
月号

10巻 2号 037-045 金印の謎 詳伝社 詳伝社 1995平成 070201

2004年 6
月号

 1巻 1号 058-060
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

女性の時代と男性の時代 2004平成 160601

2004年 7
月号

 1巻 2号 064-066
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

将来の卑弥呼 女性天皇の時代の到来 2004平成 160701

2004年 8
月号

 1巻 3号 062-064
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

鳴門海峡､妻恋い歌 2004平成 160801

2004年 9
月号

 1巻 4号 056-058
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

網走の海､ウイルタの女 2004平成 160901

2004年10
月号

 1巻 5号 064-066
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

伊勢神宮のスフインクス 2004平成 161001

2004年11
月号

 1巻 6号 060-062
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

幻のサヌカイト､そして愛媛岩 2004平成 161101

2004年12
月号

 1巻 7号 056-058
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

まぼろしの海猫､出雲王朝 2004平成 161201

2005年 2
月号

2巻1･2号 052-054
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

永訣の特攻隊員と天孫降臨 2005平成 170201

2005年 3
月号

 2巻 3号 072-074
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

筑紫の一大率と謎の倭人伝 2005平成 170301

2005年 4
月号

 2巻 4号 056-058
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

キュリー夫人と吉武高木 倭国｢歴年｣の聖地 2005平成 170401

2005年 5
月号

 2巻 5号 050-052
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

イデオロギーの原文改定 倭人伝 2005平成 170501

2005年 6
月号

 2巻 6号 052-054
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

スフィンクスの幻と金印 2005平成 170601

2005年 7
月号

 2巻 7号 048-050
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

千三百年の友好　俾弥呼 2005平成 170701

2005年 8
月号

 2巻 8号 060-062
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

運命の墓誌と倭人伝 2005平成 170801

2005年 9
月号

 2巻 9号 052-054
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

「惑衆」の歴史創造と倭人伝 2005平成 170901

2005年10
月号

 2巻10号 056-058
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

歴史のブラックホールと井真成 2005平成 171001

2005年11
月号

 2巻11号 054-056
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

アマテルの源流と産土神 2005平成 171101

一般誌 －

DAILY TIMES ﾃ゙ｲﾘーﾀｲﾑｽ゙

2005年12
月号

 2巻12号 054-056
真実発見－未来の
日本を歴史に見た

「敵を祭る」倭国の伝統と俾弥
呼の登場

デイリー社

2005平成 171201
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洛陽評論  青春とは何か
高校生活と青春の生き
方

洛陽工業高校・社
会科学研究部

洛陽工業高校・
社会科学研究部

1967昭和 421007 市民の古代第1集

教団改革 15号 15号 025-029 親鸞集団の国王不拝
教団改革をすすめ
る会

教団改革をすす
める会

1976昭和 510601
中外日報(S51.01.21
-22)の転載

きんき 19号 古代史と青春と読書
近畿学校図書協
議会

1977昭和 5204 講演要旨 著作集Ⅲ

同朋 345 31巻 1号 017-019 わたしの第二条
新春特集『歎異抄』（
浄土を求める自己をみ
る）

真宗大谷派宗務所
真宗大谷派宗務
所

1980昭和 550110 著作集Ⅲ

清交 421 36巻 8号 004-019 親鸞の生涯を貫いたもの 清交社事務局 (社)清交社 1980昭和 550825講演録 著作集Ⅲ
文明のクロスロー
ド

Museum kyush
u

16号  5巻 1号 002-006 筑紫
Museum kyushu編
集委員会

博物館等建設推
進九州会議

1985昭和 600401講演録

新困民党 18号 18号
秩父蜂起記念集会
実行委員会

秩父蜂起記念集
会実行委員会

1989平成 01

1995年 2
月号

277号 033-033古代史ノート 丹那婆伝説 1995平成 070210

1995年 3
月号

278号 052-052古代史ノート 大人 1995平成 070310

1995年 4
月号

279号 039-039古代史ノート 部分と全体 1995平成 070410

1995年 5
月号

280号 045-045古代史ノート 人麿の子孫 1995平成 070510

1995年 6
月号

281号 035-035古代史ノート 神戸 1995平成 070610

1995年 7
月号

282号 039-039古代史ノート 韓国 1995平成 070710

1995年 8
月号

283号 037-037古代史ノート 静岡 1995平成 070810

1995年 9
月号

284号 013-013古代史ノート 三内丸山 1995平成 070910

1995年10
月号

285号 017-017古代史ノート 足摺岬 1995平成 071010

1995年11
月号

286号 017-017古代史ノート 岡山と猿 1995平成 071110

1995年12
月号

287号 025-025古代史ノート 縄文と南米 前 1995平成 071210

1996年 1
月号

288号 027-027古代史ノート 縄文と南米 後 1996平成 080110

1996年 2
月号

289号 019-019古代史ノート 三本足の烏 1996平成 080210

司法書士

1996年 3
月号

290号 035-035古代史ノート 故山に帰る

日本司法書士会
連合会

1996平成 080310

816号 816号 080-085 歴史ビッグバン 1997平成 090710
学士会会報

2006-Ⅱ 857号 129-133 九州王朝の史料批判
(社)学士会

2006平成 180301
転載：『Tokyo古田
会News』１０７号

会報誌

耳納 241号 241号 029-037 教科書犯罪
福岡県浮羽・三
井教育会

2002平成 1406
『古田史学会報』50
号より転記

湊川 親鸞研究の方法論的基礎
理論的及び実際的根本
問題について

神戸市立湊川高校
神戸市立湊川高
校

1955昭和 3011

伝統と創造  4輯 ４集 244-274 青春の決断 親鸞の生涯
大谷大学広報委員
会

大谷大学 1986昭和 61021 著作集Ⅰ

GRAPHIDATION(ｸ゙ﾗ
ﾌｹーｼｮﾝ)

1991年 8
月号

245号 006-015
古代史研究の方法をめぐって〈
対談〉

富士ゼロックス 1991平成 0308
山田宗睦・古田武彦
対談

シッピング(SHIPP
IMNG)

日本と海運の
未来を考える

1993年秋
号

14巻 3号
( 54号)

012-015 日本人の源流を訪ねて
（財）日本海事
広報協会

1993平成 5 1013山崎東夫・古田武彦

会報・広
報誌

広報誌

オイルロード 16号 16号 030-033
戦前の古代史観の変化をめぐっ
て

古代史ブームをめぐっ
て

日石三菱（株） 2000平成 1209 インタビュー記事
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